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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公開番号】特開2009-253383(P2009-253383A)
【公開日】平成21年10月29日(2009.10.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-043
【出願番号】特願2008-95435(P2008-95435)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  12/06     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/10     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  88/06     (2009.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    １８３　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ６２９　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ６２２　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ６５３　
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｈ
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月31日(2011.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　認証情報を提供する第１の無線通信手段と、
　データ転送を行うための第２の無線通信手段と、
　前記第１の無線通信手段により提供した認証情報に基づく認証処理の成否を判定する判
定手段と、
　前記判定手段により、前記認証処理による認証が成功したと判定された場合には前記第
２の無線通信手段を用いたデータ転送を実行し、前記認証が失敗したと判定された場合に
は、前記第２の無線通信手段への電源供給を停止する制御手段と、を備えることを特徴と
する無線通信装置。
【請求項２】
　前記認証処理に失敗した場合に、前記無線通信装置を、当該無線通信装置への操作を拒
否するロック状態とするロック手段を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の無線
通信装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、前記認証処理が予め決められた回数だけ連続して失敗した場合に、前
記認証に失敗したと判定することを特徴とする請求項１または２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記ロック状態において、当該ロック状態を解除するための認証データの入力を受け付
ける手段を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の無線通信装置。
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【請求項５】
　認証情報を提供する第１の無線通信手段と、データ転送を行うための第２の無線通信手
段とを備えた無線通信装置の制御方法であって、
　前記第１の無線通信手段により提供した認証情報に基づく認証処理の成否を判定する判
定工程と、
　前記判定工程により、前記認証処理による認証が成功したと判定された場合には前記第
２の無線通信手段を用いたデータ転送を実行し、前記認証が失敗したと判定された場合に
は、前記第２の無線通信手段への電源供給を停止する制御工程と、を有することを特徴と
する無線通信装置の制御方法。
【請求項６】
　前記認証処理に失敗した場合に、前記無線通信装置を、当該無線通信装置への操作を拒
否するロック状態とするロック工程を更に有することを特徴とする請求項５に記載の無線
通信装置の制御方法。
【請求項７】
　第１の無線通信装置から第２の無線通信装置へデータを無線により転送する無線通信シ
ステムであって、
　前記第１の無線通信装置と前記第２の無線通信装置との間で、認証情報の通信を行う第
１の無線通信手段と、
　前記第１の無線通信装置と前記第２の無線通信装置との間で、データ転送を行う第２の
無線通信手段と、
　前記第１の無線通信手段を用いた前記認証情報の通信により、前記第１の無線通信装置
と前記第２の無線通信装置との間の認証処理を行う認証処理手段と、
　前記認証処理手段による認証に成功したと判定された場合には前記第２の無線通信手段
を用いたデータ転送を実行する転送手段と、
　前記認証処理手段による認証に失敗したと判定された場合には、前記第１の無線通信装
置において前記第２の無線通信手段への電源供給を停止する制御手段と、を備えることを
特徴とする無線通信システム。
【請求項８】
　第１の無線通信装置と第２の無線通信装置との間で、認証情報の通信を行う第１の無線
通信手段と、
　前記第１の無線通信装置と前記第２の無線通信装置との間で、データ転送を行う第２の
無線通信手段とを備え、
　前記第１の無線通信装置から前記第２の無線通信装置へデータを無線により転送する無
線通信システムの制御方法であって、
　前記第１の無線通信手段を用いた前記認証情報の通信により、前記第１の無線通信装置
と前記第２の無線通信装置との間の認証処理を行う認証処理工程と、
　前記認証処理工程による認証に成功したと判定された場合には前記第２の無線通信手段
を用いたデータ転送を実行する転送工程と、
　前記認証処理工程による認証に失敗したと判定された場合には、前記第１の無線通信装
置において前記第２の無線通信手段への電源供給を停止する制御工程とを有することを特
徴とする無線通信システムの制御方法。
【請求項９】
　認証情報を提供する第１の無線通信手段と、データ転送を行うための第２の無線通信手
段とを備えた無線通信装置のコンピュータに、
　前記第１の無線通信手段により提供した認証情報に基づく認証処理の成否を判定する判
定工程と、
　前記判定工程により、前記認証処理による認証が成功したと判定された場合には前記第
２の無線通信手段を用いたデータ転送を実行し、前記認証が失敗したと判定された場合に
は、前記第２の無線通信手段への電源供給を停止する制御工程と、を実行させるためのプ
ログラム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的を達成するための本発明の一態様による無線通信装置は以下の構成を備える
。即ち、
　認証情報を提供する第１の無線通信手段と、
　データ転送を行うための第２の無線通信手段と、
　前記第１の無線通信手段により提供した認証情報に基づく認証処理の成否を判定する判
定手段と、
　前記判定手段により、前記認証処理による認証が成功したと判定された場合には前記第
２の無線通信手段を用いたデータ転送を実行し、前記認証が失敗したと判定された場合に
は、前記第２の無線通信手段への電源供給を停止する制御手段と、を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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